























































“Child, Nursing New system”, The Contents and the Problems in the Future




In this paper, I try to introduce and explain about the contents and the problems in the future of  “Child, Nursing New 
system”, referring to the book by KOMIYAMA Yoko” And in my thought, we must consider more and more about a concept 





























































































































































































































































































































































































































































 3） 池田祥子「戦後日本の幼児教育・保育の理論課題─多様 
な形態を許容できる「幼保一元化」を求めて─」（『こど
も教育宝仙大学紀要』Vol. 3, 2012.3）
　　池田祥子「“幼保一元化”への模索―「子ども・子育て新
システム」の理論課題」（『子ども・家族・教育政策』日
本教育政策学会年報第19号、2012.7）
 4） 上記二つの拙論参照。他に、池田祥子「すべての子ども
たちに対応する「幼保一元化を」（公教育研究会編『教育
をひらく』ゆみる出版、2008）なども参照。
 5） もっとも、厚生省がどこまで自覚的であったか実証する
ことはできない。一方の文部省は、このことに「苦々し
く」思っていたであろうことは記録に残っている。（文部
省『幼児教育に関する諸問題』1942、p.28　岡田正章『保
育学講座３　日本の保育制度』フレーベル館、1970、p.68
参照）
 6） 上記3）、4）を参照。また、典拠は、高田正巳『児童福祉
法の解説と運用』時事通信社、1951、p.282  および高田
浩運『児童福祉法の解説』時事通信社、1959、pp.268-269
